































































































































資料 1（％） 資料 2（％） 資料 3（％） 資料 4（％）
真偽疑問文の数 334（100.1） 139（100.1） 112（100.0） 585（100.0）
「はい」のみの応答 62（18.6） 49（35.3） 34（30.4） 145（25.8）
「はい」を伴う応答 46（13.8） 24（17.3） 26（23.2） 96（16.4）










































































































































































































































































































⑶　表 2は大浜（2004）の表を抜粋したものである。よって、表 2の資料 1～ 3は本調査とは関係のな
いものである。
⑷　土屋（1999）では、「いいえ」「ううん」「いや」「いえ」などの感動詞をまとてめ、「いいえ系の感動詞」
と呼んでいる。
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